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魚 谷  悟 議 員（ 日 本 共 産 党 ） 質問方式：一問一答方式  

 

１ 決算審査から見えて来る市民の暮らしの認識について  

（ 1）決算では個人市民税が、前年比で約１億円増えていた。会社員

は給料が上がり、税額が増えていたが、年金生活者と農業、漁

業者と商店主などの個人事業者の所得は減っていた。市民の多

くが物価高の中で生活が厳しい状況に追い込まれていると言

える。市政を運営する上で、この状況を市長はどのように受け

止めているか  

 

２  教育問題について  

（ 1）尾道みなと小中学校の校舎について  

ア  建築費に関連して、基本設計の契約の期限がすでに来ている

が、設計上の建築費はいくらになっているのか  

イ  ４階にプールを作る設計だが、４階に持ってきた一番の理由

は何か  

ウ  この数年で新しく校舎を建てたところで、最上階にプールを

設けているところが県内や県外にあるか  

エ  最上階にプール、その下が体育館で中間に柱が建てられない

構造だが、その分建設費が高くなると思われるが、いかがか  

オ  体育館は避難場所になると思うが、災害が発生した場合、避

難者と児童が行き交う可能性が生じる。それについてどう考

えているか  

カ  尾道みなと小学校の長江中学校の既存の校舎の活用につい

て、重井小、中学校と因北小・中学校の統合での校舎の使用

は耐震化されているので活用するとの説明だったが、長江中

学校の校舎は２棟あり、耐震工事の必要のない新基準で建て

られているのに使用されないのはなぜか  

キ  ３小統合後の校舎について、既存の校舎を活用した場合と新

築した場合の費用を比較して新築の結論を出した。その際、

長江中学校の既存の校舎を活用した場合に大規模改修の費

用を約 6.8 億円としていた。因島の統合で大規模改修しない

とすれば、長江中学校の校舎を活用する場合、大規模改修の

費用は不必要になり、みなと小学校の校舎を新築する前提が

変わってくる。このことについてどう説明されるのか  
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（1）土堂小学校の児童数について  

令和４年の５月に見込んだ、令和６年の土堂小学校の１年生

の児童数は 13 人だったが、実際には７人で、見込みよりも６

人も少ない。統合する令和７年度の入学見込み数は 10 人にな

っているが、現時点では何人になると見込んでいるか。それ

はクラス数に影響はないか  

 

３  病院建設について  

（1）病院計画の医師数について  

ア 病院の医師数について  

現在の市民病院の常勤医師は現在 33 名で、移転後の新病院

では、病床数を 62 床減らして 220 床とし、急性期の病床を

中心に運営して、救急を重視するとの運営方針ですが、移転

後の病院は、何名の常勤医師で運営されるのか  

 イ  現在の年齢構成で、急性期を中心に救急を重視する病院運営

ができると考えているのか  

（2）新病院の収支について  

ア 建設費や医療設備など全体で 180 億円から 200 億円の計画

で、それを国からの交付税が 50 億円、市から 50 億円、残り

100 億円を 30 年かけて、毎年約 3.3 億円の利益を上げて返済

するという計画であるが、令和５年度は４億円の基準外の補

助を受けている。新しい病院では赤字体質から脱却して黒字

になる具体的な根拠を示してほしい  

イ  最近建てられた病院で１病床あたりの単価を調べると、三次

中央病院が 8,450 万円、北村山病院が 7,950 万円である。市

民病院の１病床あたりの単価は、 9,090 万円と高いが、なぜ

高くなっているのか  

 

４  小中学校の給食費無償化について  

（1）給食費無償化についての市の考えについて  

今、全国で給食費の無償化を実施するところが増え、 547 の

自治体が実施し、全自治体の 30.5％を占めている。県内でも

大竹市や安芸高田市が実施している。三原では第二子から無

償化を実施しており、これに要する費用は１億２千万円、児

童、生徒の 46％に当たる。これらの状況を踏まえて、改めて

給食費無償化の実施を求めるものだが、教育委員会の考えは  
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５ 避難所について  

（1）避難所になっている体育館のエアコン設置について  

ア  これまで教育委員会は、防熱対策がされていない体育館のエ

アコン設置は、国の補助対象にならないので難しいとの見解

だった。避難所になっている体育館は何箇所あるか。防熱対

策がしてある体育館は市内の小、中学校にあるのか  

イ  県内では、福山市は、避難所に指定されている小中学校の体

育館 24 か所を、今後３年間でエアコンを設置していく計画

で、来年の６月までに８か所で設置する計画。三原市でもエ

アコン設置の検討をすると聞いている。県内の様子や異常気

象の中での児童生徒のためばかりでなく、避難所に避難して

きた人たちのためにも、防熱設備のあるなしに関わらずエア

コン設置を考えられるべきではないか  

（2）避難所は、台湾のようにプライバシーが守れる設備にするこ

とついて   

今、避難所の設備として、プライバシーが守れる仕切りのよ

うな設備はあるのか。もしなければ、計画的に整備し、少な

くともプライバシーが守れるような状況にすべきではないか  

 

 


